Lafcadio Hearn and Ichizo Hattori : Unacknowledged relationship found in the search of Lafcadio Hearn Library by 中川 智視
地質学史懇話会会報 第 41 号(2013) 







発表者の 2 年間の調査は、1896 年 6 月 15 日に発生した明治三陸地震の未確認資料 
The Great Disaster in Japan, June 15th, 1896 を、大震災の直後にラフカディオ・ハーン
（日本名 小泉八雲：1850-1904）の蔵書を収蔵した富山大学附属図書館ヘルン文庫
で発見したことに始まる。1  
発見の経緯を紹介したい。2011 年 4 月、非常勤先の大学の授業開始が東日本大震災
のため遅らされたことを受けて、私は 1 週間ほどヘルン文庫の調査に向かい、GDJ を
偶然発見した。その後、調査の過程でこの資料が未確認で、かつ富山大学附属図書館
だけが所蔵する資料であることが判明し、2011 年 10 月 1 日の読売新聞富山版に掲載
された。資料は B5 サイズで全 32 枚の内容である。当初あったはずの裏表紙は、ど
うやら経年劣化で破損してしまったようだ。なおこの資料については、現在は富山大
学附属図書館によってデジタルデータ化され、一般にも広く公開されている。2  



















6 月 22 日。朝から釜石へ向けて山を越える旅になる。イングランド・デヴォン州の 
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The Great Disaster in Japan 関係 
（左上） 表紙    （右上） 見開きの地図  
（左下） 最初のページ（以上富山大学附属図書館所蔵） 
（右下）服部一三肖像画（『山田川疎水事業沿革誌』より 岩手県立図書館所蔵） 
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する諸々の手配を済ませ、午後 8 時ごろ釜石を出発する。 
6 月 24 日。大橋を経て、翌 24 日の午前 2 時すぎに遠野の宿にたどり着く。しかし
宿は満室で、雑魚寝でよければという条件で宿泊にこぎつける。一行は翌朝 7 時に宿
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服部とハーンの出会いは、1884 年末から翌 1885 年にかけて当時ハーンが新聞記者
として活躍していたニューオーリンズで開催された万国博覧会（通称「国際綿花産業
百年記念万国博覧会 (The World’s Industrial and Cotton Centennial Exposition)」）に遡る。
ニューオーリンズの観光文化についてまとめた Kevin Fox Gotham によれば、この万
博は、綿花の積荷がニューオーリンズから欧州に向けて初めて出荷されてから 100 年





とはよく指摘されるところだが、アメリカでも類似の事例がある。J. M. Mancini は、
1876 年のフィラデルフィア万博で日本館が人気を博し、James Abbott McNeill Whistler 
らの画家の表現方法に大きな影響を与えたことを指摘している (Mancini, 2005, p.12) 。





た (Gotham, 2007, p.46) 。ただし彼は、この博覧会が大企業や電力などの典型的な近
代装置によって大規模に運営された点と、観光地としてのイメージが定着した点で、
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手県 (1891-98)、広島県 (1898)、長崎県 (1898-1900)、兵庫県 (1900-16) の県知事を歴












社 Times Democrat 紙の記者として活躍していたと同時に、この万博に合わせてクレ
オール料理のレシピ本 La Cuisine Creole や、クレオールのことわざ集である Gombo 
Zhebes という 2 冊の本を出版し、後の来日にもかかわる Harper 社の雑誌に、記事を
寄稿するようになっていた時期である。松江市立図書館は、ハーンの作品のみならず、
当時の新聞や雑誌批評など関連する多数の古い記事を所蔵しているが、そのなかに当




り同年 3 月 7 日号の Harper’s Weekly の記事である。服部はこの記事の中で、日本の
教育が西洋の水準に決して劣らないことを力説している。ついで Harper’s Bazar 3 月
28 日号で、彼は再び日本館を取り上げている。ここで彼は以前の記事と異なり、工芸
品よりも展示されている書籍に関心を寄せている。彼は、1883 年に刊行された小石川
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話は、ニューオーリンズ万博からおよそ 7 年、遡ることになる。1878 年 3 月、当時文
部官僚だった弱冠 27 歳の服部は、日本アジア協会で日本の地震に関する発表を英語
で行い、その内容を同会の紀要に残していた。発表者がなぜこの存在に気がついたか




りの最古の記録は 869 年 5 月のもので、服部氏が数年前にアジア協会で発表







日本の近代地震学の確立にも大きくかかわっていたのだ。さらに彼は 1880 年から 2
年ほど日本地震学会の会長職にあり、その立ち上げにもかかわっていた。4  
服部の論文はアジア協会での発表の記録を、そのまま文章に起こしたものだと思わ 
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1 同資料については、以下 GDJ と略記する。 
2 富山大学附属図書館のレポジトリである、ToRepo を参照のこと。リンクについて
は、http://utomir.lib.u-toyama.ac.jp/dspace/handle/10110/10652 
3 William Elliot Griffiths (1843-1928) は、日本におけるラトガース大学の卒業生を紹介
した講演の中で、服部の名に言及している。Griffiths, 1916, p.23.   
4 なおこれは、同郷の工部官僚山尾庸三 (1837-1917) が会長就任を辞退した関係で回
ってきた職であった。 
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※ これら 3 点の資料については、松江市立中央図書館が所蔵する、ハーンに関
する資料を集めた「モース・コレクション」から引用した。これらの引用元は切り抜
きであり雑誌の巻号等が判明しないため、明示されている発行日を以って代えた。 
 
本論文の執筆にあたっては、富山大学附属図書館の栗林裕子氏、静岡福祉大学附属図
書館の進藤令子氏、岩手県立図書館の似内千鶴子氏、松江市立中央図書館の廣江誠一
氏にそれぞれお世話になりました。ありがとうございました。 
